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中世美
術のなか
の
「快楽」
の寓
意像
「鏡
に見入
る
ルクスリア
」（
註1）
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ロマ
ネク寺
院の
扉口を
飾った
「魂
の戦い」
（プ
シコ
マキア
）
レリー
フは
、
個々
の寓
意像に
「貞潔」
（カ
ステ
イタス
）
とか
「快
楽」
（ル
クスリア
）
とい
っ
た銘
が添え
てある
の
が普
通
であ
った
。
個々
の
「美徳」、
「悪
徳」
の属
性は文
字によ
っ
て表示し、
象徴的
な
持物ゃ、
固有
の
形態、
動き等
の
視覚
的な特
性でも
っ
て表
現す
こと
は殆
どなか
った
。
前出
のラ
ン大
聖堂
の
「快楽」
（巴∞日
ー
ロ呂年噴）
は、
漸く松明
とい
うシ
ンボリ
ッ
クな
持物を
手にするようにな
って
いたが
、
「快楽」
自体
の形
像は他の
「悪徳」
たち
と変わ
らな
い壊
小なデ
ー
モンの
ま
まに
留まり、
肉的な
「快楽」
とい
う
彼女
の特
性
に相応し
い
個性
的な表徴は与
えら
れて
いなか
った
。
十三世
紀
第二
の
四半
世紀、
プシコ
マ
キア
が盛期ゴ
シッ
クの大
聖
堂の
正面入り
口の腰
壁や
巨大
なパ
ラ窓
のなかに
進
出す
るようにな
ると、
悪徳
の表
現に
も大
き
な転機が
訪れる。
その
広
大な平面は
「美徳
・悪
徳」
の全
体が
一覧できるよ
うな、
新た
な体
系化的表現
を可
能にし
、
これ
を機
会に
、
かつて
「美徳」
によ
っ
て直
接探摘さ
れていた
「悪徳」
は、
「美徳」
の足
元か
ら離れ、
別の
段に設えら
れた枠
内に
独立し
て姿を表す
よ
うになる
。
「美
徳」
の足の下の段
の
でで
はあ
るが、
それ
と同
等の枠
と
スケールを
麓得し
て
「悪徳」
は
自立
するの
である
。
「悪徳」
が「
美徳」
の足
元にう
ずくま
っ
て退治
されると
い
う旧
来の
「美徳
の勝
利」
の群
像形式
は、
例えば
シ
ュト
ラ
スプー
ル大
聖
堂の
扉口
（尽
き年噴）
のプ
シコ
マキアに
見るように
、
まった
く消
滅し
てしまうわけ
ではな
い。
そし
て盛
期ゴ
シッ
ク
時代
の新
し
い表
現形式も
プシ
コ
マキア
、
つま
り
「魂
の戦い」
をめぐ
る善と悪
の葛
藤の
理念を放
棄す
るわけ
では
ないが
、
戦う
二人
と
いう
説話
的な群
像形式
を止
めることに
な
って
、
表現上
では
「戦
い」
という
意味付
けは
希
薄にな
って
い
く。
この
新し
い舞
台に登
場す
る単
独の
女性寓意
像は、
銘文
に代わ
る
（ー）
新た
な手
段、
つま
り
象徴的な持物と
固有
の動
きを得る
ことに
よ
っ
て自分
の
意味を体現
すること
になる
。そ
のなかで
「快楽」
はと
い
うと、
彼女
は手に鏡
を取
って
椅子
にか
け、
美の装い
に勤しむ艶な
姿で
現れる。
こ
の新
しいタ
イプ
は
直ち
にヴ
ァリエー
ショ
ンを
生む
』と
になり
、
鏡を持
っ
たま
ま立ち上がり
、
一人
の男
性を
迎えて抱
擁もす
る、
という
直磁
的な形
式
の
「快楽」
の寓
意像が
派
生する。
二つ
のタ
イプ
は殆ど前
後し
て登
場す
るが、
その
誕
生には
、
後述
の
ように肉
的な快
楽を求め
るこ
とは偶
像崇拝、
信仰
の否
定の振
る舞
いで
あ
ると説
く聖典
の句
が
関わ
っ
ている
こと
、
さら
にこ
の時
代の
大きな流れと
して
蘇る古
代のイメージ
が与
って
いた
。
そして
「鏡
に見入る」
タイプと
「抱擁
」
のタ
イプ
とい
う二
つの
「快楽」
は、
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第一
の鏡に見
入るタイ
プ
は
、
まずパ
リ、
中世末期
のヴ
ァニ
タス
の女
性像
を直接予告す
ること
になる
。
ノートルダ
ム大
聖堂
の
西正面
、
中央一
扉口の腰
壁
（H
MM0・8年頃）
（図
1）
と大パ
ラ窓
（図
2）
に登
場し、
続い
てオlセールや
リヨンの
大聖堂
などのパ
ラ窓
（図3）
に現れる。
その
ヴァ
リエー
ショ
ンとし
て
の第二
のタイ
プ
はアミア
ン大
聖堂
の
西正面
、
中央扉
口の腰
壁
（H
MMO’包年頃）
（図
4）
やシ
ャルト
ル大
聖堂
の南
扉口
側
柱の
レリー
フ
（ロ
ω0
8年頃）
に見
られ、
こう
した大
聖堂
の
モニ
ュメ
ンタ
ルな作
品がも
っと
も早
い時
期の作
例であり
、
その端
緒はパ
リ
の大
聖堂
の作
品である
。
＝二
0年代
の終
わ
り頃、
パリ
の
ノl
トルダム大
聖堂
の西
正面
中央
口は、
「最後
の審
判」
とそれに
陪席す
る十二
使徒、
「賢
い処
女
と愚かな処
女」
などを
伴
っ
た壮
大なプ
ログラム
の彫
刻で
飾るよう
計画さ
れた。
十二使
徒の
足元の壁面に
は十二
の「
美徳」
の女
性寓
意像
が添え
られ
、
彼女
らは
使徒
の荘
厳
な趣に相
応し
い魂の静
安の
それ
ぞれが足
下の段に
伴
った
「悪徳」
は、
方
世界を拡げ、
日
常生
活に展
開さ
れる
忌まわし
い振る
舞い
でうこめ
いているE
Z。
（二）
上段の静
謡な
「美徳」
たち
と下段
の動
揺する
「悪徳」
たち、
伝統
的な
プシコ
マキア
の根
幹にある
善
悪の
「葛藤」
の理
念は、
この
情
調の対
比的表現
に
よっ
て保
たれている
（図1）。
中央
のキリ
スト
像の右
手側は
「信仰」
「希望」
「慈愛」
からな
る
三神
学徳
に始まる。
パウロ
の言
葉にも
とず
く
この
三
美徳
の次には
四枢
要徳
が現
れるはず
であるが
、
ここで
はそ
れに先
行し
て
「貞潔 」
を置く
23v。
四番目
に位
置ずけされた
この
「貞潔」
の下に
現れる
のが
『快楽』
である。
若い女
性の
姿で、
前の
『食欲』
とよく
似た
ポーズを
とり
、
メダイオ
ンの
周
縁に
沿う
ようにし
て体
を屈め、
左
手に天
秤を持
って
それ
を見
つめている
。
現今
の表
現は十
三世
紀の当
初のもの
と異
な
っ
てお
り、
一七
七O
年から七
一年
にかけての修
復の際
に改
変さ
れた結
果であ
って
、十
三世
紀のオリジ
ナル
は天
秤で
はなく
、
鏡を
持っ
てこ
れに
見
入って
いたと
考え
られ
、
それ
は同
じ大聖堂
の大パ
ラ窓の、
化粧に余念が
ない
『快楽』
（図2）
に近
い形
であ
っ
たと推
測される
。
プルデン
ティウスの
『プ
シコ
マキア
』
に端
を発す
る
「快楽」
の女
を、
後に
流布し
たタ
ロッ
ト・
カl
ドの
「正義」
の図
像表
現を一
族っ
て
、
「不
正」
の寓
意像に換え
てしま
っ
たか
、
或い
はまた占
星術
の金息荷ヴ
ィ1
ナスに
読み代え
たもの
であ
ろう
。
金星神が天秤
宮
に宿をも
って
い
ることは
周知
のと
うりである
E40
大パ
ラ窓の
ステ
ンド
グラスは
中心
に
聖母子
像、
これ
を囲ん
で十
二弁の花
と十二使
徒を描き、
その
外周
の二
十四
のメ
ダイ
ヨンの
一
つに
『快楽』
が姿
をみせる
（図2）。
華麗
な装い
で長
椅子にかけ
、
左の
手にした丸
鏡を覗
きなが
ら金髪を
とく
。
飾り輪
のあ
る被りも
のを
つけ
、
緑色
の
コッ
ト
の上に
、
刺し
？っ
の施
された真
紅の
マン
トを羽
織り、
その
長
い裾
を
膝の上に
垂らし
ている
。
マー
ル
は彼女
の艶
姿を
「女性
の煽
と誘
惑的な気
質の
エン
プレム
」
と説明する在
5）。
四世
紀のプ
ルデ
ンティウ
ス
の叙
事詩
『魂
の戦い』
は、
「快楽」
の女
のについ
て
「髪は香油
で満ち
・・・
危
険な
甘い
香り漂わ
せ
・・・
宝石の
光を
燦然と輝か
せて
いた」
（第三
一O
ー
三三
O行抜粋）
と記述し
てい
るから
、
ステ
ンドグラ
ス
の表
現はプ
シコ
マキアの伝
統に従
っ
て妖
艶な傾
城を
描いたもの
であることは
確かだ。彼女を浮き立
てる
きらび
かな
色調は、
その
頭
上に
鎮座す
る『
貞潔』
が黒と紫
を基調
にし
た無
垢
・謙
譲の色
合い
で摘
出さ
れ
てい
るのと
鮮やかな対
照を
なし
ている
。
善と悪
の
「葛藤」
はこ
こ
リヨ
ン大
聖堂
の作
品
（図3）
は、
では
色調の
コン
トラ
ストに
よ
っ
て演
じてい
るようである
。
その
後
間もなくし
てパ
リの先
例に
倣っ
て描
かれたもの
であ
り、
被りも
の
から
マ
ント
、
コッ
トに
至る
服装は先例
とま
っ
たく
同じ
である
。
しか
しこの
『快楽』
はパ
リと違
っ
て鏡を
見るた
め
に体
を傾
けること
をしな
い。
パリ
では髪
に手を
当てて
いた右
手が、
ここで
は人
を手招き
するよ
うな、
ある
いは
祝福
でも
するか
のよ
うな構え
に変え
られ
ている
。
化粧
をおえ
て人を
惑わす
妖婦
に転
身
したの
であろう
か、
あるいは
伝統的
に親
ポーズ
であろう
か。
しい
仲間
であ
っ
「倣慢」
の気
質
をとり込ん
だ結果
とし
て生まれた
（三）
殆ど同じ時
代に描かれ
たミ
ニア
チュ
lルや
ヴィラ
lル
・ドオ
ヌクルー
のス
ケ
ッチ
住ε
では、
こう
した
『快楽』
たちとよく
似た
図 2 『 ル ク ス リ ア 』
パ リ ノ ー ト ル ダ ム大聖堂
西正面 パ ラ 窓
ス テ ン ド グ ラ ス
図 3 『 ル ク ス リ ア』
リ ヨ ン 大聖堂
ス テ ン ド グ ラ ス
服蓑
が高
貴な身
分
の女
性の装いとし
て描か
れ
ている
。
同じ頃
の寓
意物語
『ば
ら物
語』
（第
一部はH
MM？g年噴）
のな
かで
、
吟遊詩人
ギョl
ム・
ド・
ロリスは
、
「快楽」
と親密な
関
係にある
「閑暇」
を美し
い高
貴な身
なりの女に
響え
て次
の
ように書い
ている
。
「閑
暇」
の乙
女は
「真
鎗の鉢のよう
なブ
ロン
ド
の髪
、
ひなより
も柔ら
その
額は明
るく
輝き、
眉は
弓のよう
」、 彼女
は
かい
肌
をもち、
「刺
しゅう
のつい
た
可愛
らし
い被
り
ものを
つけ
、
その
手に
は鏡が
あっ
た」
、
そして
「享
楽にふ
けり、
髪を
とき、
それ
を三
つ編
みに
するほか
には
何も
のに
もかかずらう
ことが
ない
・
・・
だ
が、
権力
と権
勢をも
っ
た。片
手百
こう
した
「閑暇」
の描
写はパ
リのお
しゃ
れに
憂
き身を
や
っす
『快楽』
と、
その
利
け者と
な
った
リヨンの
『快楽』
の表
現を訪併
とさせ
るの
である
。
中世時代
の盛
期、
鏡は
日常生活
のなか
に深
く浸透し
ていた
。
そ
れは
丸形で、
牛の眼のよう
な凸
面の金
属
（時
にはガ
ラス
）鏡
であ
っ
たs
t
鏡のケl
ス
には
、
狩り
にで
る騎士
と貴
婦人
の愛の情
景な
ど豊か
な装
飾が施
され
ていた
。
女性た
ちはそ
れを帯や腕
輪
に結び
付け、
宮廷
の舞
踏
会では
、
この
手鏡
にパ
トーナ
ー
の威
風を映し見
ながら踊
った
と
いう
。
こ
の時
代
に隆
盛
をきわめた宮
廷的な愛
の教
えに
したがえ
ば、
貴婦
人たちが
手にと
った鏡は女
性の
優美と無上
の幸
福
のシン
ボル
で
あ
って
、
忌避さ
れる
べき
持物
ではなか
った
。
古代
エジ
プトやミケ
lネ
文化
の時
代の手
鏡、
前六世紀ご
ろに
登
場す
る凸
面の
置き鏡
、
またポ
ンペイの
壁画の
なか
のヴ
ィー
ナス
や
花嫁
が手にす
る丸鏡な
ど、
古代
の鏡
は普
通に
は美と愛に関わ
って
、
十三世
紀の
『快楽』
の時のように
倫理的、
象徴的
な意味をも
っこ
（四）
とはなか
った
。
いわ
ば自
然の鏡であ
った
。
ソク
ラテ
ス
の弟
子アリ
スティポス
の報
告によ
ると、
鏡は、
たとえ
へタ
イラ
（高級遊女）
が自ら
の美
貌を映し
て愛の身
支
度のため
に用
いたもの
で
あ
っ
ても
、
年老
いて
不用
にな
った
時には
、
アフ
ロ
ディテ
の神
殿に
奉納さ
れた
という
§2
鏡は美と豊鏡
をもた
らす
神聖な護
符でも
あ
った
。
エト
ル
スクの
墓
域か
ら
は多
数の
鏡が出
土
している
。
ブロ
ン
ズの
丸鏡と、
これに
把手を
つ
けた手
鏡、
及び台
つきの
置
き鏡と
いう
ギ
リシ
ャと
同じ三種
のタ
イプ、
これに
若干
の改
造を施し
た型のも
の
がある
盆mvo
多くは諸
文化
に見られる
ように
、
死者
に捧
げられた
副葬
品で
ある
。
その
鏡には
エロ
ス的な主題
の情
景が豊かな線
刻や
レリーフ
で装
飾さ
れたが
、
その
装
飾
函のなか
に
しばし
ば鏡が描か
れている
。
死の
国の情
景を表し
た
一例
（図5）
を見ょう
。
中央
で
抱擁
する二
人は、
故人な
いしはそ
の分
身であ
ろう死
出の装い
の男
（左側）
と妖艶な
ニン
フで
ある
。
二人
の左右
にも死
者に仕える死
の国
にニン
フた
ちが控
えている
。
古代、
ギリシ
ャと
は異
なって
、
エト
ル
スクの
死の
国は東方の
イメl
ジをいれ
て天界の楽園であり
sq
死者は、
胸を
露にした
美し
い
ニン
フから
愛の
口ず
けも
受
けることがで
きる
註告
人は来
世にあ
っ
て甘
美
な愛の
生活が保
証
され
ていたの
である
。
前方
の左
下に
座る
ニン
フは
霊魂の再
生を象
徴す
る卵
を差し出し、
右下の
ニン
フは
手
鏡を
持っ
て見
つめて
いる
。
それ
は死
者か
ら贈られた鏡
であるが、
彼女は早くも手
にと
って
、
自分の
ために役
立てている
。
鏡を持
っ
たニ
ンフ
は
愛と美
の女
神ア
フロ
ディテに
擬し
て描かれた
ようであ
るエト
ル
スク
の装
飾
鏡の別の
一つ
には
、
同じ
よう
に鏡
を
手にした
ニン
フの
足元に、
アフロ
ディテ
の
持物
であ
る鳩を添え、
死の国の
ニンフ
をア
フ
ロディ
テそのものに
読み代え
ている
例が
ある
在同〕O
鏡に見入
るアフ
ロデ
ィテ
の図
像は古
代には
通
例のもの
であるが、
キリスト
教の時
代に
入ると長
い間
消息を絶ち、
やが
て中
世も末期
に近い
こ
ろ占星術
のなか
の金
星神
ヴィー
ナ
スとな
っ
て蘇る
。
だが
その
前の
十三
世紀初頭、
フランス
の大
聖堂
の装
飾のなかで
「快楽」
の寓
意像と
して
再生し
ていたの
である
。
鏡を
手に
した前
例の
ニンフ
Hアフ
ロディテは
、
これに
添えられ
た銘
文ご
も
（Q）
ロむか
らわ
かるように
、
ギリ
シャ
語の
ペル
セポネ！、
恐れられ
てい
た冥
界の女
王が
、
即ち冥
界
の女
王
ハl
デスの
妻
に相
当
する女
である
。
ギリシ
ャで
は
エト
ルス
ク
の鏡のなか
で
は死者の
る。
魂を享
楽に誘い、
自らもまた快
楽を享
受
する
ニン
フに
転身し
てい
キスタ
（化
粧箱）
も鏡と同じ
ように
、
死者
が死の国
へ持
参す
る
贈り
物にな
った
。
それに
施された線
刻装飾
の
一つ
に、
有
翼の
ニン
フが
鏡中
に映
る自分
の顔
をじ
っと
見つめている
光景が
ある
（役立。
（五）
図 4 『 ル ク ス リ ア 』
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その
足元
には
サテ
ュロ
ス
が横たわ
って
、
彼女
の股
聞
に手
を伸ば
し
ている
。
おおらかなそ
の情
景は、
鏡に見
入る行
いが
肉
の快
楽と
い
うこ
とと
密接な関
連
にあるこ
とを
物語
って
おり、
先の作
品
（図5）
描か
れてい
ると
考え
られる
。
の鏡
を
見つめ
るニン
フとそ
の背
後の抱
擁の場
面も同じ
意味関連
で
ニン
フが
鏡に
見入
る姿も、
二人の甘
美な
抱擁も共
に快
楽の
情景
であるとす
れば、
十数世紀後
に
ゴシ
ツ
クの
大
聖堂
に蘇る
「快楽」
の二
つ
のタ
イプ、
「鏡
に見入
る快
楽」
るの
である
。
と「
抱擁す
る快
楽」
の併
存は古
代に典
拠を持
って
い
たと
推測され
ロー
マ時
代の紀
元
一
世紀、
二十二歳で亡
くな
った
マイア
・セ
ヴェ
． 
ラの
墓碑に、
墓主の
生前相を偲ば
せる
若い女
性が彫刻され
ている
。
ギリ
シャ
の墓
碑彫刻
にも
通じ
る静
誰な趣
の表
現である
。
彼女
は一
羽の鳩
を抱
きながら
、
丸い手
鏡を
かかげて見
つめ
ている
（図6）。
鳩は既
出のように
愛の女
神や豊
鏡の女
神
デlメlテl
ル
（ケ
レl
ス）
の持
物であり
、
同時
にまた死
と運
命の女
神パ
ルカ
遠の
もので
もあ
った
。
鳩は愛と死
と
の両
義的
なシ
ンボル
であ
った
。
ローマ
時
代の
石棺装
飾のなかには
愛の女
神の外に、
クレタ
王の
娘アリ
アドネ！とバ
ッカスの
愛、
美少年
ガニ
ュ
メー
デー
スとゼウ
スの
愛など、
神の
愛の情
景が頻
繁に現れる
。
どれ
も人間
に対
する
神の愛
の表
現であり
、
人の死
もまた神に愛
される
こと
、
神を通し
て永
遠の
至福に
至る
こ
とを
意味し
てい
たと
理解
される
釜山50
愛と
（六）
死とは類
縁の関
係にあ
って
、
死は愛を通じ
て神に
つな
がる
という
新プ
ラトン
主
義と
一
致す
る意
味表現
であるが、
これ
がマ
イア
・セ
ヴェラ
の墓
碑にも
通じ
てい
るとしたら
、
愛の
鏡は鳩の場
合に似て、
両義的な意義を帯
び、
鏡は愛と美の
ため
の道具であ
ると同時に、
死と悲嘆
の実
を宿す
ことになる
。
カール
スルl
エの
美
術館が収蔵
するキ
スタ
の美
し
い線
刻画は、
この
こと
を一
層具体的
に示し
ている
（図7）。
最初
の裸の
ニンフ
は死
者か
ら贈ら
れた手
鏡とくし棒
（スティ
ロ）
を手にし
て満悦で
ある。
足元に置
か
れた筒
形の化
粧箱
（キ
スタ
）
も死者か
ら贈られ
たもの
である
。
彼女
の前
方に立
つ
男は
恐らくそれらを
贈
った
死者
で、
重々
しく
経雄子
をまと
い、
ニン
フを
誘うよ
うにし
て婚
礼の水
， 
浴に向
か
っ
て進む。
古典古代
の葬
礼の
モ
ニュ
メン
トで
は、
エロ
ス
や神々
の愛
の情
景と
並ん
で、
婚礼が
死と類
縁の営みとし
て表現さ
れた
在
日）O
左端の
ニン
フ
は
鏡を
見つめて
いる
が、
そこに
映っ
ているのは
彼
女の顔ではな
い。
それはギリシ
ャの
ハル
ピュ
イアに
倣
っ
た有
翼の
魂、
すなわち当
の鏡
を贈
っ
た死
者の霊魂である
。
美と愛の
具の鏡
はその
まま死
の鏡
にも
成る。
時を経
て中
世末
期のヴ
ァニ
タ
スの
絵
画のなかで
、
裸の乙
女が手にする
鏡のな
か
にも死の影
が、
幾分か
意味を変え
て映
ることに
なる
筈である
。
死の国の
ニン
フた ちは
優美
に
動い
ている
が、
悲壮な
運命
の
エレ
ジがー
漂っ
ている
。
鏡は
そこ
で愛と
死の二
つ
の営
為に関わ
って
い
た。
し
かし鏡の意
味はまだ自
然な扱
いで
あ
り、
その
価
値はむしろ
神聖とも言え
る
もので
あ
った
。
キリスト
教時代
になり
、
鏡が宗
教的な比倫と
して
取り
上げられ
るようにな
っ
ても
、こ
の価 値に
変わ
りはなか
った
。
聖書や
宗教的
な諸文
書は、
鏡の丸い形
態と澄んで輝
く表面
に着
目し、
鏡を日輪
の模
像
と見る
こ
ともする
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「知恵
は永
遠
に輝
く光、
神の働
き
のく
もりな
き鏡な
り」
（旧
約外典
『ソ
ロモン
の知
恵』
七・
二六
）、
神の
姿を
「鏡
のな
か
に見る」
（『民数記』
十二
・六
）、
「主
の栄
光を
鏡に映
すように
見つ
つ 」
（『
コリ
ント
人へ
の第
二
の手
紙』
三・
一八
）、
あるいは
ダンテの
『神曲』
の
「お
前の気
持ちは、
真実
の鏡に映
っ
て見え
る」
（天国
篇二六
・一
O
八）
など
、
鏡は澄ん
だ鏡
、
神のヴ
ィ
ショ
ンの
鏡
、
或い
はまた神の鏡
とし
て崇め
られ
ている
在
日百
絵画
のなか
では
「澄
んだ鏡
」
は聖母
マリアの
象徴
になり
詰
巴、
「視覚」
明に
映し出し
て清
澄の
シ
ンボル
になる
註
四百
の寓
意を
描いたタ
ピ
スリー
では
、
貴婦人
の手
中の鏡
が
一角
獣を
鮮
十四
世紀初頭、
ジオ
ット
が描
いたパ
ド
ヴ
ァ
の壁画の
なかで
、
亜山
が手に
徳に対
崎す
る枢
要徳
の
一つ
の
「賢 明」
（プ
ルデ
ンティア
）
あった
。
する鏡
もこ
の類のもの
であり
註ミ
鏡は賢
察と予
見の
シン
ボル
で
そのために
鏡は、
明視
する
「賢
い蛇
」
（『
マ
タイ
伝』
十・
十六
）
Rg
に代
わ
って
、
或い
はこれ
と並ん
で用いられるこ
とも
あっ
、lノ七〆t、、
図 6 マ イ ア ・ セ ヴ ェ ラ の墓碑
ア クイ レイ ア 考古博物館
25～50年頃
た。
毛彫エ ト ル ス ク の化粧箱の装飾
カ ー ル ス ル ー エ州立美術館
図 7
美徳
の寓
意像
が手に持
っこ
う
した
鏡は、
かつてロ
マネスク
時代
の「
美徳」
たちが
「悪徳」
に向け
て構
え
てい
た楯
を読
み変
えたも
の、
と考
えるこ
ともで
きる
。
聖ジ
ョルジ
ョや
聖ミカ
エル
は
楯を手
にし
て現れるが、
中世絵
画のなか
にはその
楯が金属
質の表
面に映
像をく
っ
きりと
結ん
で、
鏡の
如き役
割を
果た
してい
る例が少な
か
なく
、
輝き、
映す
とい
う性
状の点で
も共通
し、
らずある。
武具
の楯
と鏡の
聞にはそ
の丸みを
帯び
た形
態
ばかりで
ロー
マ時
代の
プリ
ニウス
の記
録にもあるように
、
早く
から
両者
の聞に
は互換性
があ
っ
たと
考
えられるからである
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キリ
ス
ト教
中世
の鏡は
、
以上
のよ
うなポジ
ティ
ヴな
受容
の歴史
からみ
る限り、
「美徳」
にこそ
相応し
い持物であ
って
、
「悪徳」
の
もの
ではな
い。
鏡を
手にするパ
リ大聖堂
の
『快楽』
も、
もしプ
シ
コマ
ッキアの
枠組
みから
外し
て単
独像
とし
て見るなら
、
あるいは
美徳
の寓
意表
現と受けとれな
いこ
とはな
い。
後述
の
アミア
ン大聖
堂の場
合
（図
4）
のように
、
もう
一つ
の
「快楽」
の図
像である男
女抱擁
の
形式も、
神と教
会の和
合と
いう
ポジ
ティ
ヴな
好もし
い表
現形式
に通
じているこ
とで
ある
。
鏡に
見入る
悪
徳の
「快楽」
は、
「美徳」
を始め
とする善の表
現形
式と密
接な関
連
で誕
生したと想
（八）
像さ
れるの
である
。
四世紀末、
プル
デンティウス
は
美徳
の乙
女を
「衣装
は粗末
で肩
を露わし、
髪は杭らず」
（第
二三行
）
と叙述し
てい
た。
八百
年後、
パリ
の
『快楽』
は豪
奪
な装いと化
粧のポ
lズをと
って
いる
から
、
プシコ
マキア
の歴
史か
ら見れば、
彼女
が美
徳の女でな
いこ
とは明
白である
。
しかし
こ
の歴
史的
な前
提を欠
くとす
れば、
彼女
の様
態
は善悪両者
に通じ
る多
義的な
ものとなる
。
アレゴ
リーやシ
ンボル
には
通例
の現
象であ
って
、
鏡自身
もシ
ンボルとし
ては
善と悪
のど
ちらにも
可能な、
両儀的
な価
値をも
って
い
た。
真実と明
視の鏡は
他方
で魔
法の鏡
、
幻視
の鏡に
なり得る
ので
ある
。
オヴ
ィディウ
スが語
るナルキ
ッソ
ス
の伝
説は、
鏡が倒錯や欺
踊、
ある
いは
惨い幻
覚を生む
ことを
物語
って
い
る。
紀元前五
世
紀のあ
る壷絵
に、
女神
アルテミ
スが
水の入
っ
た盃lある
いは
皿の形
をし
た青
銅の鏡1を
手に
して
見つ
める
情景
が描かれ
ている盆
包。
古典
古代
では
盛ん
に行われた水
鏡や
鏡によ
る
占いを
描写
したもの
であ
る。
こう
した水
（鏡）
占いは
聖アウグ
ステ
ィヌス
（ω
忠ムωO
年）
によ
ると、
ペル
シャに
由来し、
後にピ
ュタ
ゴラ
スが用いた
もので
あって
、
「水
占いは
神々 、
すな
わち悪
魔ども
のまやかしとぺ
テン
を見せ
る」
もの
である
盆担当
キリ
スト
教中
世では
占い
や自然魔術
の鏡は異
教的な魔
法
に属
し、
預言は
本来、
神の思
寵
かある
いは
神
自体
の本
性か
ら浪ま
れる
べ
きも
のとされる
。
古代
の鏡
をめぐる
魔
術的、
宗教儀式的
な価
値が幾世紀にも
渡る教
会の検
闘の合
聞
をぬ
っ
て再び匙る
のは
、
ルネ
ッサン
ス
時代
にな
っ
てから
である
。
かつ
てはヴ
ィー
ナ
スが
美と
愛のしる
しとし
て
携
えてい
た
「自然
の鏡
」
が、
中世
の進
行
と共に罪
悪の
シン
ボルと
化
してい
く
。
その
原因
は鏡の
呪術的
な機
能と
いう
よりは
、
鏡が時
代と
ともに
女
性た
ちの
日常に浸
透し、
審修と華
美な装
いに
用いら
れた
ことに
あり
、
これ
が教父
や教会が打ち
出す禁欲的
な教理、
政策
に触
れる
ことに
なる
。
三世
紀の
テルトゥリアヌ
スは
、
最初
の罪の聡
辱の
汚名を償
うた
めに
、
女は意図し
て阜し
い容
貌と質
素な衣服を
選ぶ
べき
で
あり
、
間違
って
も
虚飾
に満ちた
過度な華
美を求め
てはなら
な
いと
説い
て
いた
（『女性
の衣
服に
つい
て
』
一・
一、二
・二
）。
クリ
ュl
ニl
の
修道院改革
や、
聖職者
の
独身制を制定
した
（Emの
ラテラノ
ム義）
教皇
イノ
ケンティウ
ス三
世
（H
HS
’HNE年在位）
の教
会政策
は
「現世蔑視」
論を基底
にし
、
現世を穣
土とする時
、
人聞
の
肉体嫌
悪を女性
の
蔑視、
嫌悪
に関
係
ずけた。
既に
ロ
マネスク
時代
の作
例
で見た
よう
な女
性の
肉体
に
つい
ては
勿論
のこ
と
、
これに
加
えてそ
の装い
の華
美も紅
粉も厭離す
べき
ものとし
た。
高慢
で、
首を伸
ばし
て歩
くシオ
ンの
娘
たちは
耳
輪や腕
輪、
ヴェ
イルや
頭
飾りな
ど華
麗な
アクセサリー
を身
に付
けて
いたが
、
それ
らは
「主
によ
っ
て奪わ
れる
べき
」
であ
った
（『イ
ザ
ヤ書
』
三・
一
八）。
十三世
紀
の
『ば
ら物
醤巴
のな
かで
、
着飾
っ
て享
楽にふける
「閑暇」
の少
女が手
にす
る鏡も、
また
こ
の物語と
同じ時
代
の貴
婦
人た
ちが好
ん
で身に付
けていた
愛の鏡
も、
シオンの
娘
の装
身具と
同じ忌まわ
しい
持
物と化
すの
である
。
ヴィ
lン
国
立美
術館収蔵
の美
し
い
絵入り注解
聖書
『ビ
1プル
・
（九）
モラ
リゼ』
は、
この
『ば
ら物
語』
やパ
リの ノi
トルダ
ム大
聖堂
の
『快楽』
と同じ時代に著
され
たもの
である
。
旧約
の
『サ
ム
エル
記
下』
（一
三・
一五
一ー九
）
を表
した頁の最
初
の段の
ミ
ニア
チュl
ルを
見ょ
う
（図
8）。
ダピ
デの子
アム
ノ
ンは
、
タマ
ル
という
美し
い妹
を愛し、
力ずく
で床を共
にし、
そ
の後
で彼
女
に激し
い憎
しみ
を抱
いて
追い
出し
て
しまう
。
彼女
は嘆き叫ん
で家を去
って
い
く、
図 8 「 ア ム ノ ン と タ マ ル」
『 ビ ー プ ル ・ モ ラ リ ゼ』
ウ ィ ー ン 国立図書館
Cod . 2554 fol. 46v 
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文は
次のように記
す、
という
内容
である。
下段は
これに
た
いする
「注解
」
の場
面で
、
銘
アム
ノンの
行いは
「聖職
にあ
る者が、
女の
子の純
潔を奪
った
後で、
彼女と縁切りを
する
こと
に通じる。
彼が
り、
娼婦に身
をおとす
ことになる
」。
自分
の住
処か
ら彼女を追
い出
すと、
間もなく
彼女
は性
悪な女にな
上段
の赤いベ
ットの
見える
アム
ノン
の家
は、
下の注
解
の段では
現実
の
「聖
職者」
の僧
院に
変わるが、
二人
の動き
その
ま
ま再現
では
、
処女を象
徴す
る純白な色
合い
に変
わる
在
宅
される
。
上段
のタ
マ
ルが
着る
薄いピ
ンク
色
の長
衣が、
下段
の少
女
タマ
ル
の絶
望
の手
振
りは
その
まま下
段でも
繰り
返されるが、
持つ
ことに
なる。
少女
は顔を動か
し
てこれ
に見入るが
、
上段では
その
左手には
鏡を
て「
性悪
な女
」、
「娼婦」
に成
った
ので
ある
。
泣いて
いた
眼が、
ここで
は険
悪な目
付きに変
わる
。
少女は鏡を持
つ
この
少女が
頬に当
ててい
る右手を、
僅か
に動かし、
それ
が髪に
まで
届
けば、
彼女
はパ
リのステン
ドグ
ラスの
『快楽』
に近
い姿に
なろ
う。
この
『ビ
lブル
・モ
ラ
リゼ』
のミニア
チュl
ルはパ
リの
ノー
トルダム大
聖堂を始め
とする当
時の
ステ
ンドグラ
スと密
接な
関連
で成
立した
こ
とが
分か
って
いる
。
一見
では
貴婦
人の如
きパ
リ
の『
快楽』
の女も
「性悪
な女
」
でなければならな
いこ
とを
示唆す
る作
品である
。
この
こと
を明かすもう
一つ
の
例証
を見ょう
。
ケン
ブリ
ッジ
のトゥ
リニテ
ィ
・カ
レッ
ジの
絵入り
本
『黙示録
』
はアン
グロ
・ノ
ルマ
ン
語で書かれ
てい
、
イン
グラン
ドの王
妃エ
レIナに
捧げ
られたも
のと
推定
されて
いる
。
ブラ
ンコ
・ア
ング
ロ
・
ノル
マン
系の
この
美
（己）
しいミ
一一
ア
チュ1
ルの
一
頁に、
ヨハ
ネが天
使に案
内
され
て目の当
たりに
するパ
ビロ
ン
の不
信心と背
徳の都
（『
黙示録』
十七章）
が
象徴的
に描か
れている
（図9）。
パビ
ロンの
淫婦は七
つの
頭をも
つ赤
色の獣に
乗っ
て現
れ、
「紫と赤
の衣を
着て、
金と
宝石と真
珠
で身を飾り、
忌まわし
いものや
、
自分
の淫らなお
こない
の汚
れで
満ち
た金の杯
を手に
持っ
てい
た」
（一七・四
）。
その
右にも
う
一度
、
同じ
ようにし
て
「多く
の水
の上に
座
る大
淫婦」
（一七
・
一）
と
なっ
て姿を
見せ
る。
先の場
面では
右手
に持
って
いた高
杯が、
後者
では
緋色
に縁
どりされた丸 鏡に代
わり、
先に
は膝の上
に置い
てい
たも
う一
方の
手は、
ここで
髪を杭る
ことになる
。そ
の被
り
もの
の裾
は、
前段と違
って
長々と
女の前
方に
流れ
て妖
気を漂わ
す。
鏡は、
「淫
司’
らな
おこないの汚
れに
満ちた」
高杯と
同じ意
味のシ
ンボルと
成る。
七つ
の頭
をも
っ
た獣と多
く
の水はパ
ビロ
ンを
、
周知
のように
ヨ
する
者修と
偶像崇拝
のならいを
淫行
に響え、
ハネ
に
とって
はロ
l
マ帝
国の首
都ロ
1マ
を
意味し、
こ
の都
を支配
それ
を遊女
に見立
て
たもの
である
註
訂〉O
鏡を見
なが
ら髪をとく女は
つ懲らなお
こな
い」
、
即ち食欲と
異教信仰
のシ
ンボル
である
。
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パリ
のノー
ト
ルダム大
聖堂
の
西正面
や大ば
ら
窓の
『快楽』
は、
たとえ
プシコ
マ
キア
の枠
組みか
ら離し
て見て
・弘、
嫌悪
される
べき
悪徳
の形
、
罪深
い肉
的な放縦
寓意
像で
あるこ
とが
分か
る。
こ
うし
た官
能的
で
陰湿な対
象が、
ロマ
ネスク
時代
の寺
院の柱
頭や
またゴ
シッ
ク時
代の写
本の
なか
に
密か
に現れる
のと
違って
、
聖堂
の西
正面やばら窓
に公
然と現れ
る
ようになる
のはどの
よう
な根
拠によるの
であ
ろうか。
旧約聖書
外典
の
『ベ
ン・シ
ラの
知恵』
（ギ
リシ
ャ語
原本で
は
『シ
ラクの子
イエス
の知
恵』）
は教
訓的な
知恵文学
で、
かつ
ては盛
んに
読まれ
たテキスト
である
。そ
の第
九章は
「不身持ち
の女に会
うな、
なん
じそのわ
なに
陥らん」
、
つま
ずか
な
いために
「乙女を
見つ
むな」
、
「歌
をうた
う女」
や
「遊女」、
「着飾
った
女か
ら
なん
じ
の恨
をそむけ
よ」
と教える
。
禁欲的な
現世蔑視論
はこう
した
教訓
を好
個のテキ
スト
としたに違い
なく
、
パリ
の
『快楽』
の如
き女
の
表現は
その
忌
避す
べ
き女の視
覚的
な範例に
なっ
たで
あろ
う。
しか
（二）
し彼
女が肉
的な放
縦の形
とし
て公
然と現
れるには
、
もう
一つ
の、
直接信仰
に関わる重
要な根
拠が
あった
。
旧約
の予
言
者ホ
セア
は
不貞
の妻
をも
った
経験か
ら、
神と
イスラ
エルの
聞の関
係を夫
婦の間
柄に響え
て、
イス
ラエル
の
側が
パ
アル
の偶
像礼
拝に
いそ
しん
で
神と
の善
き関
係を破
った
こ
とを
不
倫の行
ぃ、
「姦行」
だと説いた
。
人は神に仕える
こと
を止
めるやいな
や、
欲望
の対
象を
主と仰
いで
そ
の奴
隷と
なる
。
「淫行」
「姦淫」
は主を
違え
て偶
像の奴
隷に
なるこ
とを
意味
した
の
である
。
また
『士師記』
はイスラ
エルの
救助者
「ギ
デオンが
死ぬと
、
人々
はまたパ
アルに
従って
これ
と姦淫し、
パア
ル・べ
ト
リを
自分た
ち
の神とした」
（八
・
三一二）
ことを
書い
て
いる
。
ギデ
オンは
多く
の
側女をも
っ
て十人
の子
をなすが、
そのう
ちの
一
人アビメ
レク
はや
がて
悪しき
人々
の頭
目になる
。
ウィーン
本の
『ビ
lブル
・モ
ラリ
ゼ』
はその
顛
末を描写
している
（図
叩）。
上段
の銘
文は、
ギデオ
ンの
死後
「人
は々
アビ
メレ
クと呼
ばれる
娼
婦の子にし
て極悪
の男
を自分
たちの王
とし
て立
て、
異教
の神
殿か
ら銀七十をと
って
彼に
渡した」
と
『土師記』
九章を抜粋し
ている
。
メダ
イヨンの
ミニア
チュ
lル
では
、
左の
端に
「娼婦」
とされた
元ギ
デオンの側
女が精
子にかけ
、
上体を反らす
ようにし
て右
手を
胸にあ
て、
左手に
は鏡を
掲げる。
彼女
の
「腰か
ら生まれた」
（八
・
三O）
極悪
の息
子が
この
母
親から立ち
上が
って
い
る。
息子
アビ
メレク
に王
冠を被せ、
その
手
に銭を渡
しているのは
シケム
の
人である
。こ
の銭は画
面右端
の黄
金
の偶
像から取
り出さ
れたもの
である
。
鏡をも
っ
た姦
淫の
女は、
悪しき
人々
から崇
めだ
でされる
「 ア ビ メ レ ク を王 に し た人 々 」
『 ビ ー プ ル ・ モ ラ リ ゼ』
ウ ィ ー ン 国立 図書館
Cod.2554 fol . 60r 
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図10
（三）
はな
い。
しかし
「倣慢」
は
「快楽」
と共に不
信心
（画面右
の異
教
偶像
の母である
。
その
母の
赤い
コッ
トや
濃紺
の
マン
ト
は、
パリ
の
ステン
ドグラ
スの
『快楽』
の再
現であ
るとも
言え
るが、
粗末
な椅
の祭
壇）
につ
ながる
諸悪
の根源であ
って
、
絵画化
され
る際に
はこ
の「
倣慢」
と「
快楽」
の相
関は意識し
て構
想さ
れたと
考えら
れる
。
子や
右手を
胸に当て、
背筋を伸
ばし
て鏡
をかざす
彼
女のポlズは
むしろリ
ヨン
の作
品
（図3）
に近
いといえる
。
悪徳が
成立
し
註
泊三
と言う
はこの二
者に
「食欲」
が加われば異
教信仰
に関わ
る三大
すぐ
下の注
解の段
のミ
ニア
チュl
ルがこの
その
息子
アビ
メレ
クは
、
緑の長
衣をま
とう王子の
如き風
貌
で、
「食欲」
を具
体化し
てい
るから
である
。
一見
では
「倣慢」
（スー
パ
ビー
ア）
の寓
意像を想起
させる
。
「倣慢」
下段
の銘
文では
、
上段の聖
句を
こ
う注釈する、
パビ
ロ
ン出の反
キリスト
を王
にし、
彼に快
楽と富
、
権力を
与えた、
ユダ
ヤ人た
ちは
はパリや
アミアン
の大
聖堂
の
『プ
シコ
マキア
』
では
、
プルデンティ
ウス
の詩
に基ず
いて
、
誇り高
い駿
馬か
ら落
馬す
る姿で表
現さ
れて
いる
。
従っ
て当
写
本の娼
婦の
息子は
「倣慢」
それ
自体
の寓
意像で
これ
を拝む
ユダ
ヤ
人たち
は不
信心
の人間であ
ると。
ミニア
チュl
ルは
上段
に準じ
た構図
をとり
、
左半分
にデ
モーン
の足
をも
っ反
キ
リス
トが
パビロン
の街
を背
景にし
て立ち、
これ
を尖り帽
の
ユダ
ヤ
人が
銭袋をも
って
崇め
ている
。
反キリ
スと
共に画
中の中
心人
物と
して
描かれた
この
ユ
ダヤ人は
、
銭袋を持物と
してい
るから典
型的
な「
貧欲」
の寓
意像
でもあ
る。
銭袋
は画面の
右端にもう
一度現れ、
ユダ
ヤ人の
一
人が
それ
を祭
壇のなかで
握り
しめている
。
黄金
への
執着と
崇拝は偶
像の礼 拝に
等し
いこ
とを
表すもの
と理解
されよう
。
上段の
『士師記』
のミ
ニア
チュl
ルで
は
「快楽」、
下の
「注解」
段では
「食欲」
が絵
画表現
の要にな
って
いる
が、
聖書と
その
注釈
のテ
キス
トを
絵固
化する
に当た
って
、
大聖堂
の彫
刻や
ステ
ンドグ
ラスに
よるモ
ニュ
メン
タルな
『プ
シコ
マキア
』
の図
像が大きく関
図1 1 「主の審問」
『 ビ ー プ ル ・ モ ラ リ ゼ』
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わって
いた
と想像さ
れる
。
「快楽」
と
「貧欲」
の組
み合
わせ
は同じ写
本のなか
にもう
一
度
現れ
ている
（図日）。
上段はカ
ロリ
ング
朝美術
の伝
統を残す図
像
であ
って
、
原罪
の場
面に次
ぐ創造
主の
「審問」
ない
しは
「裁き」
の段
の表
現である
。
銘文は、
神が
二人の罪
を答め
ると、
アダム
は、
禁じられた果
物を
「女が、
木か
ら取
って
与えた
ので
、
食べ
ました」
（『創世記』
三・
一二
）
と弁
明す
る箇
所を引用し
ている
。
下の段ではこ
の箇
所を次
のように
「注解」
して
いる
。
「神が
罪
人ら
に向か
っ
て問い詰めると、
彼ら
はこう
言い
逃れ
をする、
主よ、
私ども
は情欲や
悪徳、
自己破滅的な
こと
を始め
数々
の罪
を是非も
なく
重ねてしまう
、
そん
なご時
世に生
きている
の
ですか
ら」。
そ
（三）
のミ
ニア
チュ
lルは
上段
に合
わせ
て左に
怒りの神
を、
右半分
に
「言
い逃れをする」
男たちを
描い
ている
。
その
先頭に立
つ赤い長
衣の男
は、
ひと
際小
さな垂
髪の
女を左
の腕に抱
える
ようにして
立
つ
ている
。
こ
の痩
身の
小さな女は黄
色の
コ
ットに
身を包み、
右手
に
は丸鏡をも
って
覗き
こみ
、
左手を胸
に当てる
。
リヨ
ンのテン
ドグ
ラス
（図3）
を思
わせる
「快楽」
の女であり
、
その女
が、
神に強
弁す
る男の持
物と
して
添えらた
。
彼女
の背
後に
は、
これ
も幼
児のよう
な倭
小なデ
ーモ
ンがいて
、
もう
一
人の男 腕に
乗
って
いる
。
男の手に
は銭袋
もあるから
、彼
は悪徳
一
般と、
取り分
け不信心
に直
結する
「食欲」
の罪の人
間と
読み取る
ことが
できよう
。
員潔と
慈愛が信仰
に向
かう二大
要件と
された
ことは
、
パリ
の大
聖堂
の
『プ
シコ
マ
ッキア
』
の配
置順か
らも
理解
されたが
、
この二
つの
美
徳に対
応する悪
徳が快
楽と食
欲である
。
「快楽」
の寓
意像
は頻繁
に
「食欲」
を伴
っ
て現れ、
信仰
の否
定
・偶
像崇拝
の
シン
ボ
ルとな
った
ので
ある
。
ウィーン
本の
『ビ
lプ
ル
・
モラ
リゼ』
に見
た二人の
「快楽」
の
女（
図叩
、
日）
はモ
ニュ
メン
タルな
表現
のパ
リや
リヨンのス
テン
ドグ
ラス
の時
と違
って
、
頭上
に
冠を付け
た盛
装の傾
国ではな
い。
ミニア
チュl
ル
では長い編
み毛
の市
井の女であ
って
、
もう
一つ
の
『アム
ノン
とタ
マル
』
（図8）
の場
合も含め
て、
巷の遊
び女
をイ
メl
ジし
て描
かれた
の
であろう
か。
後にも
触
れるように、
肉的な放縦
は食
欲の悪
行と
とも
に当
時の社
会の
現実的問
題であ
った
。
十三世
紀の第二
の
四半世
紀ご
ろ、
こう
した情
況の
なか
で
「快楽」
は他の悪
徳の寓
意表
現と共
に、
単な
る象徴
的な表
現を脱し、
その
意味が
現実味を帯び
て把握さ
れるよ
う具
体的、
直喰的な表現が追
求さ
れ
ていた
。
次章
で触れ
る
シャル
トル大
聖堂や
アミア
ン大
聖堂
のレ
リ
フーの
『快楽』
（図
4）
に見るよ
うに
、
鏡をも
った
「快楽
」
の女の前に
一人の男
が現れ
て抱
擁し、
接吻
もする
、
とい
う群像形
式によ
る直喰的な
「快楽」
は、
こ
の時
代の表
現意志
に即した表
現
であ
ると言
えよう
。
神の
「審問」
の段
に現れた
「快楽」
（園
口）
は
パリ
のス
テ
ンド
グラ
ス
のな
かでの
よう
に椅子に掛
けるこ
とはし
てい
ない
。
背後
の
小さな
「食欲」
のス
ケール
に
合わ
せれ
ば、
座りポ
lズ
もあり
得た
はずだが
、
彼女が
立ち
姿である
のはこ
うした新
し
い群
像形式
の
「快楽」
の影
響によ
ると考え
られる
。
註
1 
本論は
『中世美
術のなか
の
「放縦」
｜ヴ
ァニ
タス
表現
のいち
プ
ロト
こ（
愛知県立
芸術大学紀要
Z0・M
（）
58年）
に続く
タイプとし
て、
第二篇で
ある
。
前編
では
四世紀
末に著
された
プル
デンティ
ウスの
『プ
シコ
マキア
』
に登
場す
る寓
意的な悪徳
の女
性 像
「ル
クス
リア
「口同ロユ釦
」
を他
の七 種の
悪徳
の意味関
速
から
「放縦」
と訳した
（紀要日
目、
日
初頁
参
照）0
本篤
では
、こ
れを十二
世紀以後
の意
味展開
に着目し
て
「快楽」
に改
めて
用い
るこ
ととした
。
（白）
2 
パリ
のノ
lトル
・ダム
大聖堂、西正
面の中
央
扉口では
中
央柱
にキリ
スト
像を置き、
十二
のプシコ
マキアのレリーフはこ
の像
を中心
にして
、
その
両
側の
壁面に六組ず
つ配置さ
れ
ている
。
キリ
ストの
右手側
には内
側から
「信仰
｜偶像崇拝」、
「希望
丁絶
望」、
「慈愛
l食欲」
、「
貞潔
快
楽」、
「賢慮
l狂
気」、
「謙遜
倣慢」、
左手側は内
側か
ら「
勇気
臆病」、
「忍
耐1
短気
」、
「柔和
l苛
酷」、
「和合
｜不
和」、
「服従
l反抗」、
「堅忍
移り気
」。
この
配
列意図
に
つい
ては
、右手側
は
「信
仰・希
望・慈
愛」
の三
神学
徳に始
まり、
第四位
の
「貞潔」
を挟ん
で
（註
3参
照）
四枢要徳
の前
半
の「
賢慮
・謙遜」
がこれに
続く。
左手側
は先ず
四枢要徳
の後
半の
「勇
気・
忍耐」
に始まり
、
この
後に
「柔
和・和
合・服
従・堅
忍」
が並ぶ。
最後
の四美
徳は先
行す
る八種の
補足的観念と
して
加えられ
たも
ので
あ
ろう
。
ヵッツェ
ンエ
レン
ボl
ゲンは
、右手
側は人
間の個
人
的な徳
に関
するもの、
左手側は社
会的な
徳の
一覧である
と解釈し、
この
ことは
右
手側
の悪徳
がす
べて単
独像
であるの
に対し
て、
左手側
がす
べて複
合人
物で表
現され
ている
ことか
らも理
解さ
れると説
明し
ている
（ 〉
・問主NBE
冊目目。ロゲO肉
g－
k占目
白内向
。ュ2
0＼
忌司
S1H定的
oaa
E円2
3
3足首SQN
3 。1？
？oロ門戸op
司H45
4『R
E円向
日ロ由辛口F
H呂田
・%頁
以下）。
「貞潔
｜快
楽」
が三神
学徳
と四
枢要
徳の聞に割
って
入っ
たのは
、
ミlル
・マlル
によると
「貞潔
｜快
楽」
が神学徳
の
「信仰
｜偶 像 崇 拝 」
に直結
する
極め
て重
要な観
念であるからだとし
てい
る回
・冨
位タ
ドぜ
ユ
－同町ιh叫HSH
n出ZM
自由
由 FU口Z
S
P田口口p
pw吋
F PH
U日∞
、山
頁以下）
。
こ
の解
釈は、
既述
のように
「偶像
の崇
拝は姦
淫の始
め」
（『
ソロモ
ンの
知
恵』
十
四・
十一）
等の聖
句に関
係ずける伝
統的な解
釈
であ
り、
後述
の
ように
、肉的な快
楽の
姦淫
は信
仰否
定に
つな
がる
最大
の要因と
された
時代
であ
った
。
他方、
カッツ
ェンエ
レン
ボl
ゲン
は異 説をとり、
これを
悪徳
の意
味
関連
から
説明す
る。
即ち
キリスト
の右
手側
の第
一位
の
「偶像崇
拝」
と
第六
の
「倣慢」
の両
者は偽
善の最
た
るもの
であ
って
、
この二
つの危
険
を犯す者は
「絶望」
（第
二）
と
「狂気」
（第五
）
に陥
り、
以上
四種の昏
迷倒
錯は必
然的
に
「食欲」
（第
三）
と肉
的な
「快楽」
（第
四）
という
一 一
大欲望
に至る、
との
コ
ンセプ
トを具
体化し
たもの
である
と説明する
（kp・
州内田許認g－HSσ
omg
d先
掲書
布頁以下）。
この
解
釈は悪徳
を二
つ組で
展開
してい
るのが
特徴
であ
るが、
とりわ
Zニ
け「
快楽」
と
「食欲」
との
二大
欲の
ぺア
Iは
以後頻出す
るよう
になる
。
一方
、
レリー
フの表
現を見
ると、
第一
と第六
の悪
徳は内
側に向か
っ て
ポー
ズし、
第二
と第
五
は外側
に向か
う動きを示
して
カッ
ツェンエレ
ン
ボl
ゲン
の二
組
説に
合致し
てい
るよう
に見える。
同じ組み合わ
せは
も
う一
方の六
悪徳
の表
現にも
観察さ
れ、
カッ
ツェンエ
レン
ボ1ゲ
ン
の 分
析は当を
得て
いると
考え
られる
。
4 
マ！ル
は十八世
紀の
修復時
に金星
神ヴ
ィー
ナス
と混
同さ
れた結果
で
あると
する
（回・
冨PF
先掲
書m頁）。
このレ
リー
フを
、
不正
の秤を
つ
かう
「不
正」
の寓
意像
とする
向きもあ
るが、
プシコ
マキアの表
現史か
ら見て、
「貞潔」
のパ
ートナ
ーに
「不
正」
なるもの
が据
えらる
ことは
「 齢 、。
ゅ ん ‘
’u
5 
ζhw－
∞ 
先掲
書m頁
（孟）
6 
ロ印。頃、
パリ
国
立美
術館蔵
の画
帳のなかの、
若いたか
狩
りの
男女を
描いた
スケ
ッチ
。
7 
OEZ25
∞
号「
03F
NNOSQ
3
門出町内
Q
同E
句、
44
・印MH
’g∞
から
抜
粋引用。8 
民族大移動
の頃
から
十一
世紀
にかけては
鏡を
描いた
絵
画も
また実
物
の鏡
も残っ
ていない
。
丸形
で凸
面の鏡
が現
実に
出現
する
のは
十二世
紀
に入
ってから
である
。
9 
。・『－
EZE5
・NO
R守
司之内？宮町内向目
的・
GSE与な
忠良
砕丸町Esh
10 門出gNv
kh司目的
S門出向
可同sa－
冨ロロロ
ロF8
5戸
お頁。
ギリシ
ャ時
代の鏡には
ブロ
ンズの
丸
鏡、
これに
把手を
つけ
た手鏡、
それ
に台を付け
た置き
鏡の三
種の型
があ
った
。
エト
ルス
クの
鏡は
これ
に倣
って
い
る。
前回、
三世
紀の蓋
っ
き鏡
には
豊かな線
刻や
レリー
フの
亡き
息子と死
の国の人々
を描
いた
場
面に次のよう
な文字を添
えた、
装飾が
施され、
アフ
ロデ
ィテの
外に
アド
ニ
スや
、
ゼウ
スが恋し
たウ
ロ
「天上
でお
前は神
々
と戯れ、
エロ
スとふざけ
合い、
ヒュメ
lン
と悦
楽
ぺl
、
ボレアlスに
誘拐
され
たエl
レイテ
ュ
イア
、
ある
いはま
たニン
に耽り
：：：
」
（凹
・4〈
旨門y
p凶mEM
BFm芯ロ2
5吾
申
吋83師団匝
ロロタ
フの
物
語など、
好ん
で
エロ
ス的な主題
の神
話が描
かれ
ている
。
52
・純頁
（『ル
ネサ
ンスの
異
教秘儀
』
田中英道外訳
品
文
社
制頁
か
1 1  
ギリシ
ャ
では
地下にあ
っ
た死
者の国
が
エト
ル
スク
では天
界の楽
園に
ら引
用）
変わるが、
これにはオリ
エン
トの
影響が
関わ
って
いたよう
であり、
こ
16 
d『・
司ロユ4品ロ向日目円
・UZ
ES
仏国凹
寸O島2
5
門戸申ロ
富三宮ロ
ロロ門戸
関口ロ白EgwB丘四百
円回向
。巴RZP
同∞g
、
ml獅
頁
（凶
・45
ロP先
掲
のこ
とを
具示す
る作品が残され
ている
。
同じ系
統の鏡の義
飾の例
に、
死の国の
ニン
フで
ターバ
ンを
巻き、
オリ
エ
ント
風な着
衣を付け
た表
現
書
揃頁）
参照。
がある
。（0
・E
SEN
－凶JZ
2NRSN
守丘町師、
b・
白肺忠弘いて
S
』向いてHFONohいて
17  
。・
吋
同月吾E－y
先掲
書間以下
参照。
ただし
「主
の栄
光を鏡
に映すよ
うにみ
つつ
」
（『
コ
リントの信
者へ
の
12 S門出
Q1np
asNohuF
54∞、
図叩
の作
品）
同じ系
統の鏡の装
飾に、
抱擁す
る
ニン
フが
享
楽のり
んご
を
差し出
し
手紙
一』
三・
一八
）及
び
「今
は、
鏡に
おぼろに
映
っ
たものを
見ている
」
18 
て、
死者
の男
に求
愛する情
景も
見られる。
（。・
〉Z釦gp
前掲書
刊Mの
（云）
（『
コリ
ントの信
者へ
の手
紙
一一
』
一三
・二
O）
について
は様
々
な解
釈
作品）
があり
、
鏡を神
の不
完全
なヴ
ィジ
ョン
の隠
喰と
するも
の、
或い
は現
実
13 
婚礼
の水
浴の場
面で、
鏡と櫛
棒をも
った
裸
のニン
フが中
腰で鏡を覗
と未
来の対
立を象
徴する終
末論
的なヴ
ィジ
ョン
に
関係ず
けるも
のなど
き、
その前
方
にアフ
ロデ
ィテのシン
ボル
で
ある
鳩と、
後方
に白
鳥が控
多様
である
。
バル
トル
シャイ
ティ
ス
『鏡』
図書刊行会
谷川
渥訳
109 
えている
。
（0・
〉Z曲EP
前掲書
仰の
作
品）
頁以下
参照。
14 
玄gbo
円四四
宮
〈ロF
OE－
岡田収蔵
（冨－P向
。吋伯仲F
KA可H
R
RCHNURTua
a g
N円－HE259
捌の作
品）。
なお
有翼
の
ニン
フは
、
ギリシ
ャ時
代
には
死者
の魂
を運ぶ
ハル
ピュ
イア
（有翼
で人
面を持
つ烏
また
は乙
女）
から
貴婦人』、
十五
世紀末。
19 
この
象徴
に
ついて
は
戸冨
bu、
先掲書
叩頁以下
に詳し
い。
20 
例えばパ
リ、
クリ
ュlニ
l美
術館
蔵のタ
ピ
スリi
『一
角獣
を連れた
出た
もの
で
あって
、
ェト
ル
スク
の装
飾に
はこ
の鏡を
手にした
ニン
フ・
21 
ジオ
ットに
よるパ
ド
ヴァ
のス
クロ
ヴェi
ニ礼
拝堂
Cg
pe
左壁面
、
ハル
ピュ
イ
ア
が頻
繁に現
れる
。
さらにそ
の助
手によ
るア
ッシ
Iジのサン
・フ
ラン
チェス
コ
聖堂、
下堂
15  
フィロス
トラト
ス
（二世紀中
頃｜
三世紀）
の『図像集』
9zg
agzp
交差部
ヴォ1
ルト
のフ
レスコの
「賢明」
の寓
意像は
コン
パ
スと
天球儀
国FWOロ田町
し
第一
巻二
の既述に次の
ように
ある
。
ヒメリウ
スは
自分
の
に加え
て丸
鏡を持物
とし
ている
。
22 
「蛇
のよう
に賢く、
鳩
のように
素直
になりなさ
い。
人々 を
警戒し
な
さい
。」
『マタ
イ伝
』一
0・
二
ハ。
23 
楯と鏡
の聞の
この
種の
互換性は古
代か
ら存在し、
プリ
ニウスに
よる
と、
神殿
に奉
納
された
鏡のなか
にはト
ラキア人の楯
とよく
似た
形の鏡
があ
った
という
（『博物誌』
第三十
三巻、
四十四）。
また
アリ
ストパ
ネ
スの
『アカ
ルナイの
人々 』
の中に、
青銅
の丸い楯の表
面に兵役を忌避
した
老人
の姿
が映
って
見える、
という
意味
の台
調が記さ
れている
。
24 
『ヴ
ルキ
の壷
』
（盃
の中に信
託をよ
むアル
テミ
ス）、
紀元
前五
世紀後
半、
ベル
リン
美術館
。（
。江申口FZZ
〈BSEER－
回申吋
HU・
50P
回門戸
一
－〉
σ σ・
瑚参照）
25 
アウ
グス
ティヌス
『神
の国
』
巻七、
第三十五章
。
26 
下』
一三
・一
八に
長袖
の白い衣は
、
玉の
姫た
ちが処
『サ
ム
エル
記
女であ
る時
に着用
するもの
とある
。
27 
『ヨ
ハ
ネの
黙示録』
の著
者にと
って
、
七つの
頭を
持った
獣は
七つの
丘から
成る
ロl
マ
の都
を、
女が
まとう
赤い
衣はそれの王
権を象
徴し
て
いた
。そ
して
「多く
の民
族
、群
衆、園、
国語」
を象
徴する
「多
くの
水」
は河川
・
運河
の上
の栄
えた町
パピロン
である
と同時に、
ローマを
も意
味し
てい
た。
その
上に
座っ
た女の
「淫
行」、
「売
淫」
は後
述の
ように旧
約の預
言者
たち
以来、
偶像
の崇
拝に
結び
つく
とされ
たもの
である
。
28 
「快楽」
「食欲」
「倣慢」
の三
悪徳
の組
みに
ついて
は後
出のイタリア
のサセ
ッタ
の作
品の
項を参照。
（芸）
